
令和8年
7月23日（木）～ 9月27日（日）

区制80周年記念　
中央区立郷土資料館　令和8年度特別展

『日本修身書入門　巻二』　
明治26年（1893）泰明小学校蔵

授業を受ける女子児童
『卒業記念写真帖』（大正10年度十思小学校）より

大正11年（1922）日本橋小学校蔵

箱崎小学校校旗　大正期～昭和初期　有馬小学校蔵

『小学地理　三』
明治38年（1905）泰明小学校蔵

『新築校舎落成記念帖　京橋尋常小学校』
昭和3年（1928）中央区立郷土資料館蔵

屋上農園での活動
 昭和10年代（1935～44）常盤小学校蔵

日本橋区十思臨海団　鐘
明治期～昭和初期　日本橋小学校蔵多摩のキャンプ場で釣りをする児童

『夏季施設　キャンプ生活と移動学園アルバム』より
昭和9年（1934）城東小学校蔵

休 館 日　８月20日（木）、９月17日（木）、９月23日（水・休）
開館時間　午前９時～午後９時（日曜・休日は午後５時まで）

本の森ちゅうおう２階　企画展示室

後期展示
昭和20年代から現代編
令和8年10月22日（木）    
　　  ～12月20日（日）

区立小学校、
学びの軌跡
明治から昭和10年代編

給食用ミルクポット
昭和期　泰明小学校蔵

入場
無料



　中央区には現在、17校の小学校が存在します。その中には、明治5
年（1872）に日本で初めて近代的な教育制度を定めた「学制」が発布
された翌年に開校した小学校もあります。
　今回の特別展では、各小学校に残されてきた学校資料をはじめとす
る中央区が所蔵する資史料などから、中央区の近代から現代への小学
校の歩みの一端を垣間見ていきます。
　前期展示では、中央区が誕生する以前の明治期から昭和10年代
（1935～44）頃までを取り上げ、学校を舞台とする児童の学びの姿に
注目し、教育環境の整備が進んでいく様子を紹介します。『昭和16年度学校日誌　築地国民学校』

昭和16年（1941）頃　京橋築地小学校蔵

『サカモト』第3号（阪本小学校児童保護者会発行）
昭和4年（1929）　阪本小学校蔵

『備品寄附台帳　佃島尋常小学校』
大正13年（1924）頃　佃島小学校蔵

展示概要

交通案内

関連イベント
≪参加費無料≫

１．「近代日本の小学校における学校、家庭、地域の連絡」
山梨 あや（慶應義塾大学文学部教授）
令和8年7月24日（金）　午後6時～7時30分（午後5時30分開場）

２．「学校資料から読み解く戦前の唱歌教育」
嶋田 由美（学習院大学文学部教育学科客員研究員）
令和8年9月4日（金）　　午後6時～7時30分（午後5時30分開場）

会　場　本の森ちゅうおう１階　多目的ホール
定　員　80人（先着順）

日　時　令和8年8月21日（金）･9月25日（金）　午後3時（各回30分）
会　場　本の森ちゅうおう2階　企画展示室
定　員　各回20人（先着順）

中央区立郷土資料館
〒104-0041 中央区新富一丁目13番14号
TEL：03-3551-2167
FAX：03-3551-2712

東京メトロ日比谷線、JR京葉線
「八丁堀駅」（A3出口）から徒歩１分
東京メトロ有楽町線
「新富町駅」（５番出口）から徒歩６分
江戸バス
「八丁堀駅」からすぐ

中央区立郷土資料館ホームページ▶ 特別展ホームページ▶

ギャラリートーク

講 演 会


